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令和７年５月 13日 

重症熱性血小板減少症候群（SFTS）患者の発生について 
 
 県内において、今年初めて重症熱性血小板減少症候群（SFTS）患者が確認されました。
（70歳代女性、宇和島保健所管内在住。2013年 3月の届出開始以降、県内 49例目（うち
県内在住者 46例目）） 
この疾患は、病原体を保有するマダニに咬まれることによって起こる感染症であり、マ

ダニの活動が活発となる春から秋にかけて患者が増加する傾向にあります。 
マダニは、シカやイノシシなどの野生動物が生息する環境のほか、民家の裏山や裏庭、

畑などにも生息していることから、屋外でのキャンプやハイキング、農作業や草刈り、山
中での作業（山菜採りや狩猟等）を行う場合には、マダニに咬まれないよう予防策を徹底

することが重要です。 
これから夏場を迎えると、屋外で活動する機会が増えることから、マダニに咬まれない

ための予防策の周知について、御協力をお願いします。 
 

１．県内の発生状況 
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２．感染予防策等について 
マダニに咬まれないことが重要です。 

 森林や草むらなど、マダニの生息する場所に入る際は、長袖・長ズボン、足を完全に
覆う靴を着用し、できるだけ肌を露出しないようにしましょう。また、防虫スプレー
（ディート含有）を肌の出る部分や襟、袖、裾などに噴霧することも効果的です。 

 屋外活動後はマダニに刺されていないか確認しましょう。吸血中のマダニに気がつい
た場合は、無理に引き抜いたりせず、医療機関で処置してもらいましょう。 

 飼い犬等にマダニが付着する可能性があるため、散歩から帰ったらブラッシングして
マダニがついていないか確認し、犬小屋等はよく掃除をして常に清潔に保ちましょう。 

 マダニに咬まれた後に発熱等の症状があった場合には、速やかに医療機関を受診して
ください。 

 
３．重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の潜伏期間及び症状について 

   【潜伏期間】マダニに咬まれてから６日～２週間後に発症 
   【症状】発熱、嘔吐、下痢、腹痛など 
 
４．相談窓口 
 感染に不安のある方は、各保健所の相談窓口にご相談ください。 

四国中央保健所（0896-23-3360） 西条保健所（0897-56-1300） 

今治保健所（0898-23-2500） 中予保健所（089-909-8757） 

八幡浜保健所（0894-22-4111） 宇和島保健所（0895-22-5211） 

松山市保健所（089-911-1815）  
 
【参考ホームページ】 
・愛媛県「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の注意喚起について」 

https://www.pref.ehime.jp/page/17803.html 
・愛媛県感染症情報センター「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の発生状況」 
https://www.pref.ehime.jp/site/kanjyo/6819.html 

・厚生労働省「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）について」 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000169522.html 


